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―湾岸・アラビア半島地域ニュース― 
カタル：国家防衛プロジェクト契約               （6月 3日付現地紙） 

1. 6 月 3 日、カタル軍と EAD 社（European Aeronautic Defence and Space Co.）は、約

10億カタル・リヤル（約2億 3千万ユーロ）相当の国家防衛プロジェクトの実施契約に

調印した。同プロジェクトは今後3年にわたり、世界の専門企業により実施されるもの

で、国家の経済・産業・人材発展の実現に必要な安全な環境を確保するための包括的シ

ステムの構築を目的としている。 

 

2. 同プロジェクトは、カタルの海・岸・陸の境界を高度な技術を有する電子偵察・監視ス

テーションによって監視・保護するネットワークを構築し、同ネットワークを安全が確

保された通信ネットワークにより様々なレベルの司令・管制センターに連結するもの。

又、同プロジェクトには様々な人員研修プログラムが含まれている。 

 

3. EADS 社は昨年、70 億ドル相当のサウジアラビアの国境安全保障レーダー・システム構

築プロジェクトへの入札参加を計画しているとしていたが、サウジアラビア側は同プロ

ジェクトについて、フランスの電子工学社「Thales」と交渉を完了したと報告されてい

る。 
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